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 コースタイム（天候：天気図記号）  

   ルート図（地図を見て正確に） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2.5 万分の１地図： 
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       初日は甲斐駒往復に８．５時間、２日目は雨の中、北沢

峠からの下山に５時間。ハードな登山であったが各々、１００名山の甲

斐駒ヶ岳を楽しんだと思う。 

今回は冬合宿前の偵察が目的であったが合宿参加者が２／８名と少な

く、来年以降の課題と感じた。 

味しいシチューを堪能した。 11/8 雨。北沢峠から戸台駐車場までバ

スを使わず徒歩で下山。途中何箇所か道迷いが発生しそうなポイント

があったため、こちらにも赤布をつけたおいた。道迷いポイントやル

ート選択に活かすことのできる情報を事前入手でき、偵察山行として

意義のあるものにすることができたと思う。 

      11/6 本社 N1 駐車場にて集合。戸台駐車場を目指す。戸台駐車場はトイレが無いことから場所

の確認をした後で、仙流壮へ戻りテント泊。 

11/7 晴れ。戸台駐車場にクルマを停め、徒歩で戸台大橋へ向かい、北沢峠行きのバスの到着を待つ。待っ

ている間にバス停の職員の方から温かい飲み物と絵葉書を頂いた。地元の方に感謝！バスで北沢峠に着き、

甲斐駒ケ岳山頂に向けて登山開始（仙水峠経由）。登山道はマーカーが多数あり、雪が積もった状態でも

道に迷うことはあまりなさそうであったが、1箇所だけ赤布を付けておいた。駒津峰からは南アルプスや富

士山を一望することができ、絶景を堪能することができた。駒津峰～甲斐駒ケ岳は登りは直登ルート、下

りは巻き道を利用。直登ルートは道には迷いにくいが岩場が難所、巻き道は難所はないが、雪が積もった

状態では道に多少迷いやすいルートであった。冬山合宿でのルート選択は十分に検討する必要があると感

じた。また、ロープを使用すべきポイントも何箇所かあることを確認した。下りの駒津峰～北沢峠は双児

山経由ルートを利用。こちらも 1 箇所だけ赤布を付けたおいた。北沢峠まで下山後、テント泊。夕食は美

 CL:吉田 SL:津田、山口 

神戸、根芝、部外者 1 名 

11/6 晴れ 

 19:15 本社駐車場発 

 23:00 仙流壮着 

 

11/7 晴れ 

  5:15 戸台駐車場 

  7:00 北沢峠 

  8:15 仙水小屋 

 10:00 一本 

 10:30 駒津峰 

 11:35 一本 

 12:10 甲斐駒ケ岳山頂 

 13:40 駒津峰 

 14:20 双児山 

 16:00 北沢峠 

 19:00 就寝 

 

 

 

11/8 雨 

  6:05 北沢峠 

  7:15 一本 

  9:00 一本 

 10:15 一本 

 10:45 戸台駐車場着 

 
 

  冬山合宿偵察 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

15 年 11 月 7 日（土）～ 

15 年 11 月 8 日（日） 
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